
OC 8303]1日d∀/3[80N 国↓軍国

ヽ
　

　

・

・一
　

・
ｊ

■
１

・　

・ア
ニ

　^

・

一ィ
し

ｆヽ
ｌ
⊆

‘
一
一
　

一　
　
　
三
二
エ
リ

■

）Ｗ
涸
“

哺
⑫
ユ
準

畔

プヽ

ｃヽ
ｆ
贅

二
ヽ

・７
■
型
￥
屁
Ｆ国
『
ツ
マ
ユ
準

平
⑫
平
潮
⑫
）
⑦
回
た〉

■ヽ
７
０
鷺
⑫

Ｖ
γ
負
１
４
Ｅ
丁
■
旨
平
孝
鯛
凛
畔
》

Ｙ
碧
ι
哺ヽ
「イ

「単
０
７
⑫
γ
旧

６
針
孝

升
単
「
↓
淵
⑫
υ
単
軍
コ
と
許
浄

箔̈
暉

⑫
取
啓
ツ
■
η
畜
喜

「ヽ
７
（Ｉ
イ
）
妻ヽ

■ヽ
Ⅶ
♯
■
●
製ヽ

，

■ヽ
（イ
畜
軒
母
υ

羊
市
コ
キ
鷺
拳
〕聯
甲
」
コ

シヽ
翌
ｖ〉
７
■

９ヽ
γ
？
準
「
ι
Ｆヽ
●
■
■
犀
導
６
準
マ

９ヽ
ヽ
´
■
コ
シ
詢
計
■
琴
血
と
警
γ
一｝

γヽ
γ
２ヽ
２
一型
軒
■

し
Ｔヽ
⑫
η
利
ヽ
´
■
喜
「
出
卦
躍
⑫
（イ
「
ヽ

９
畔
）
ｏ
一ヽイ
コ
↓
腹

■ヽ
し
や

⑫
■

γヽ
ｎ
丁
祭
酪
鼎
し
■ヽ

（く

準ヽ
⑫
ツ
準
飾
灘
■
準
要
平
⑫
（́

ユヽ

ｏ
フオ
マ
引
シ
準
７
琲
予
ｖ
ン
負
―
ム
Ｅ

Ｔ
″
勲
コ

孝

畔
９
９ヽ

眸̈
）
Ｖ
Ｉ
⑫
イ

多

０ヽ
年
ヽ
´
ｏ
■
（イ
轟
獣
下
Ｔ
Υ
ｗ
｝
ツ

コ
冊
２
ォ￥
〓
平
γ
■
％
計
尋
〕辟
耐
⑫
響

プヽ

マ

プヽ
娑
平
日
ツ
準
（イ
し
Ｔヽ
■
７
＃

準ヽ

α
７
い
■
）
Ｖ
命
一｝
孝
岬
し

「ヽ
ら
ヽヽ
澪

・
γ
●

，
ｃ
≡
（イ
ｃ

一
⑫
岡
董
号
Ⅲ
（ヨ

■
シ
＝
＝
゛
臀
「
受
■
―ヽ
哺
「イ

「
Ⅳ
γ

孝
だ
‘
剰
Ｖ
γ
負
１
４
Ｅ
Ｔ
Ｏ
準ヽ
Ⅳ
」

製ヽ
ｑ
コヽ
釜
暫
二
ｑ
準ヽ
コ
イ
多
陪
研
ι
ヽ

哺
「イ

準ヽ
哺
■
利
ユ
ウ
哺
ヽ
´
Ｑ
丁
）
酪

皿
⑫
Ｔ
↓
部
ヽ
一
ｃ
Ｆ
コ
ー
エ
４
２
゛
ユ

ｃ
を
動
多ヽ
η
哺
呈
一イ
マ
ン
Ａ
Ｉ
ム
ニ
丁

準ヽ
「イ

ヽ
い
ル
ィ
コ

，
Ｖ
γ
Ａ
Ｉ
ム
広
丁
利

⑫
哺
孝
哺
ヽ́
■
４
回〉
「
シ
⑫
最
酢

６ヽ

母
恥
軍

・
革
コ

ｔ

ｅ
□
（イ
準
Ｌ
ル
で
■
ユ

ｒ
ｒ
ご
」
ｒ
ｌｌ
準

ｏ
＾ヽ
シ
Ｆ
コ
多
狸
濯

１
，
フ
土

い
■
利
２
和
ｙ
獲
町
〕聯
甲
爾

渠
マ
ツ
準
碑
薫
尋
ｅ
耐

多ヽ
ワ
「
ニ
イ

ツ
哺
ユ
■
ア
研
凛
母
η
「
＞ヽ

↓

ヽ
´
■
■
口一
孝
⑫
ｌ
哺
Ｙ
ユ

０
（イ
コ
〉・
〉
＝

＞ヽ
７
利

シヽ
半
十
１１１１
Ｎ
⑫
研
日Ｔ

１ヽ
近

テ
ク
準
吾
軍
「
鯛
》
ヽ
´
‘
珊
尋
↓
稚
）

押
諺

‥
７
７
）
回
勁
？
準
準
研
孝

「ジ

⑫
■
酢
」
ι
ヽ
哺
一イ

ヽ
●
■
９
■
涸
畔

綱
■
ユ
⑫
♀
η
し
Ｔヽ
⑫
「
ヽ

コヽ
（イ
マ
ン
ヾ

負
―
ム
Ｅ
Ｔ

「ヽ
「
ク
Ｙ
７
）
筆
Ｉ

ツ

哺
ユ
畔
し，ヽ
γ
キヽ
一イ

，
７

シヽ
半
静
⑫
し

，

）
↓
直
■
回量
〓
利
「
「
フ
γ
ｎ
ｌ
ム
Ｅ
Ｔ

準ヽ
ｑ
）ヽ
里
岡
７
■
丁
影
ヽ
一
■
（●
ユ
ー
ヱ
・

子
／
、
エ
ツ
準
＝
「
ｖ
ン
負
―
ム
ア
ム

暉
０
専
図
量
畢
副
蒻
回

“

●

響

′

務

●

Ｔ
⑫
曜
選
⑦
マ
ツ
）
コ
刷
清
影
鍵
⑫
ヽ

購
了
曰一
９
ヾ
購
Ｙ
妻
コ
Ｖ
日

６ヽ
年
以

γ
繁
多
）
Ｗ
ａ
迪
孝
朝
彫
％
コ
０
準
以

獲
碑
⑫
）
ｃ
＞
●
９
２
Ｖ
日

割ヽ
宗

，７

０
７
ユ
Ｍ
ヨ
国

専
⑫
半
撃
マ
ン
ｒｔ
ｉ
た
圧
丁

コヽ
哺
ｑ
ヽ

〕
⑫
コ
抑
覇
一
ｖ
〉
７
新

てヽ１
年

一ヽこ

準
（イ

（イ
「
一‘
像
）
＝
０
迪
⑫
ユ
■
（イ
当
単
摯

丁
⑫

「
ほ
嬰
靭
ψ
〕聯
甲
薩
↓
剖
莉
よ
」

コ
ヨ
＝
陥
針
）Ⅲ
当
計
ぽ

７ヽ
二

半ヽ
十

７
肥
⑫
ユ
鰐

一
ω
甲
国
こ
一４
日

多ヽ
γ

ｃ
マ
ユ
２
斡
浄
γ
哺
ヽ
´
α
聾
■
）
Ｄ
‘１

滸
⑫
マ
ン
ｒｔ
ｌ
ム
広
丁
コ

ジヽ
準
判
雫

「●

■
ヨ
ュ
η
「
昇́
・多
ユ

⑫
ツ
哺
ヽ
ど

準

（イ
準^
「

「
‘
Ｙ
ア
⑫
Ｖ
γ
ｎ
ｌ
ム
広
丁
」

ヽ
シ
＋
８
■
■
２
孜
常
利
＝
喜
と
■
型
Ｆ

⑫
鋼
肝

・γ
■
糾
型
¨
■
型
一
】
〉
黎
珊
Ｖ
γ

ｒ‐
１
４
ｒ
Ｔ
ユ
■
（イ
理
一
】
〉
昇
響
単
⑫
“

コ

６ヽ
■
「

イヽ
コ
ツ
準
年
♯
Ｅ１
７
珊
フ

γ
Ａ
ｌ
４
Ｅ
Ｔ
ユ
γ
７
ヽヽ
早
１
ラ
コ
当

ｆ

ｒ

一
Γ
ニ
ニ

ー
ーｒ
ｉ

■
・・二
一三
‥

三
　
ｃ
´

フ
，

Ｉ
Ｌ
■
・二
〓
二
―ヽ
■

ｔｌ
ム
ｒニ
エ　
ユヽ
ニ

οヽ
ヽ

）
●
■
３

シヽ
↓
γ
予

ヨヽ
γ
三ヽ
十，
更

シヽ

マ
ユ
⑫
η
童
Ｙ
多
ア
「
く

，
和
撃
■
γ
髪

コ
単

ユ
■

きヽ
α
孝
ラ

⑫
最
酢

γヽ
ｆ

口

２ヽ
）
一鼻
⑫
ヨ
Ｙ
■
口〉
旦
熙
）
型
彰

肇
部

ルヽ

（〓
○
○
〓
）
Ｉ

一
筆
去

魏
涯

０
斃
ヨ
▼
γ
ｎ
ｉ
４
Ｅ
Ｉ

ツ
準
↓
計
ヽ
´
哺
０
「
↓
撤
γ

ｎ
■
蒲
催
靭

ｃ
ｃ
）
熙
ユ
附
γ
一⑫
半
下

当
引
マ
ン
Ａ
ｌ
４
広
一
９
■
年
「
Ⅲ
一■

０
〓
け

多ヽ
ン
判
■
ユ
罪
哺
早
ヨ
同
４〉

γヽ
夕ヽ
（イ
ツ
）
峯
判
一早
）
Ｕ
や
「
（イ
ｒ
＞

鮮
ユ
η
￥
ヽヽ
単
孝
９
嘗ヽ
「
ヽ

多ヽ
γ
ｃ
ｉ

「
一イ
コ
ツ
準
―ヽ
イ
κ
圧

，
Ｗ
ヽ
一
哺
ｃ
「

〕早
帥．
平
⑫
Ⅷ
⑫
催
Ｗ

ヽゝ

■
（イ
宗
研
⑫
判

宗

一
聖
〓
〉
７
研
Ｖ
γ
ｒ‐
１
４
広
丁
」
γ

ｃ
ｉ
（イ
謝
雄
７
）
Ｈ
「
「
ｖ
ｙ
ｎ
ｔ
４
Ｅ

Ｔ
⑫
率
Ｈ
「
「
卿
勁
率
）
ら
酢
浄
「
ユ
ニ
〉

影
前
一
‐
７
畔

澪ヽ
０
こ
｝準
叩．
聯
一ヽ
´
↓
ι
「

〕早
叩苦
イ
副
響
影
抑
⑫
Ｖ
γ
ｒｔ
ｉ
４
広
Ｔ

６
Ｆ
コ
鴻
計
酪
聖
⑫

（■
Ｙ
聴
羊
）
Ｙ

γ
０ヽ
０
甘
４

ユヽ
ｖ
〉
影
抑
ツ
マ
ロ
γ

，７
７
ユ
一●
■

ヽ
イ
「
ヽ，
７
ユ
畔
ヨ
シ
「
一イ

ヽ
ιヽ
■ヽ
羊
尋
叫
喜
ヽ
一η
鼻
「
群
叫
ツ
準

■
醤
）
ヨ
ン
“

理ヽ
〕早
哺
激
酎
し
哺ヽ
一イ

「
ウ
マ

シヽ
‘
イ
」
コ
〕》
日

最ヽ
＝
Ｙ
哺
口早

ン
肩
７
回
丁
ア

当ヽ
副
⑫
“
―
“
Ｉ
即

こヽ
一理
里
■
⑫
劇
シ
“

誅ヽ
研
ツ
準
喜
「

〕馨
γ
ｌ
ム
４
ｏ
■
ｏ

，
■
￥
口〉
「
琴
詐

ヽ
ハ
一写
⑫
準
手

ルヽ
γ
⑫
ｅ
酢

「ヽ

「図
孫

曇
Ш
」
γ
η
型
〓
Ｔ
″
雅
判
味
Ｃ
）
）
■
■

理
聯
一
「イ
コ
■
―
）
く
／
ユ
〉
ｉ
＃
γ
こ
認

Ｔ
（●
像
Ｙ
泰
麟

きヽ
Ｙ
聾
■
下蜘
キ
碑
》

町
じ
｝Ｖ
国

（打
》
）
⑫
彰
Ｔ
拳
黎
半

ヽヽ
γ
γ
タヽ
ニ
準
孝
「イ
「
ιヽ

哺ヽ
マ
）
⑫
フ
マ

「
（
ヽ
コ
準
図
活
ｏ
■
）キ
ア
「
配
酬

ユヽ

国8筈t~_

=・
・第′.:|

n〒・匡:=

熙
園
軍
躍
撃
〓

・
影
￥
専
酪

コ
中
０
刷

ヽ

〓
ヨ
冒
中

¨
票
研
嘉
堆

臀饉
健菫



エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
の

契
機

平
成
　
五

（
Ｔ
Ｃ
Ｃ
三
）
ケ
、
一
ｉ
ｔ

省
は
小
池
百
合
子
大
臣
の
指

不
で
、
関

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
行
地
域
は
、

諸
外
国
で
も
日
本
で
も
、
当
時
ほ
と
ん

ど
世
界
自
然
遺
産
な
ど
原
生
的
な
自
然

地
域
が
多
か

っ
た
．

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
、
そ
う

い
っ
た
地
域
の
み
の
限
定
的

な
取
り
組
み
と
し
て
の
み
扱
う
こ
と
は
、

全
国
的
な
展
開
と

い
う
観
点
か
ら
は
好

ま
し
く
な
い
こ
ま
た
、
自
然
環
境
を
対

象

（舞
台
）
に
し
た
観
光
を
持
続
可
能

な
も
の
に
し
て
い
′
ヽ
運
動
だ
と
す
れ
ば
、

原
生
自
然
に
限
定
す
る
必
要
も
な

い
．

当
時
考
え
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念

図

（
図
１
　
環
境
省

バ
ン
フ
レ

ツ
ト

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
私
が
、
地
域
が
、

み
ん
な
が
変
わ
る
―
」
）

の
よ
う

に
、

ル
ー
ル
と
ガ
イ
ダ
ン
ス

（ガ
イ
ド

・
プ

．
　
　

′
´
ゴ

∫

Ｉ

　

´
・
・　
■
Ｉ

〓
ニ
ニ

ｉ

ｔ
′●

■

■
Ｔ

ｒ
〓
Ｆ
Ｉ
ｔ
ｔ

て
お
――
、
日
本
は
導
入
斯
か
ら
普
及
期

へ
の
移
行
段
階
に
あ
る
と

の
認
識

の
上

′.::●菫,

ロ
グ
ラ
ム
）
の
最
低
二
つ
の
要
素
が
あ

れ
ば
成
立
す
る
と
考
え
れ
ば
、
資
源
の

質
は
間
う
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
．

そ
こ
で
、
モ
デ
ル
事
業
を
募
集
す
る

際
に
、
原
生
自
然
以
外
の
類
型
も
含
め

た
三
つ
の
類
型

（図
２
）
を
考
案
し
た
，

モ
デ
ル
事
業
の
応
募
件
数
は
、
Ｃ
の

類
型
が
最
も
多
か
っ
た
。
類
型
自
体
の

確
立
や
浸
透
の
意
図
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
舞
台
は
原

●

・　

三
〓
〓

三
Ｉ

一
二
ｉ

ｌ
一
■

社
会

に
，
ニ
ニ

ヽ
良

ｔ
■
〓
″
を

Ｌ
ｔ
し
て

い
く

こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
．

と
こ
ろ
が
、
理
念
を
重
視
す
る
あ
ま

生
自
然
地
域
だ
け
で
は
な
い
」
と

い
う

認
識
が
広
ま
る
き

っ
か
け
に
な

っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
〓

地
域
を
舞
台
に
し
た
観
光
を
持
続
可

能
な
も
の
に
し
て
い
く
、
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
広
げ
る
と
し
て
も
、
今
で
い
う

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
完
全
に

同

一
の
概
念
と

い
う
わ
け
で
も
な

い
．

都
市
の
チ

ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
の
廃
棄
物
を

減
ら
す
取
り
組
み
は
持
続
可
能
な
観
光

の
あ
り
方
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
も

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
と

し
て
し
ま
う
と
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と

離
れ
す
ぎ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
、

エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
議
論
す
る
際

の
上
台
が
つ
く
り
に
く
く
な
り
、
合
意

形
成
の
障
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
，

そ
の
た
め
、
地
域
の
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
が

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
条
件
に

な
る
し
、
そ
の
た
め
に
資
源
保
全
の
た

め
の
ル
ー
ル
が
欠
か
せ
な

い
の
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今
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、
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は
歴
史
的
な
建
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や
戦
跡
の
よ
う
な
歴
史
資
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に
つ
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て
は
エ
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ツ
ー
リ
ズ
ム
資
源
に
な
る

の
か
ど
う
か
、
と
、
境
界
上
の
悩
ま
し

い
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て
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の
概
念
と
し
、
今
回
の
み
の
限
定
の
定

義
で
あ
る
旨
を
表
記
し
た
っ

こ
こ
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
い
わ
ば
典

型
的
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
よ
う
と

離
れ
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト

や
、
環
境
省
が
主
管
の
政
策
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
え
、
議
員
立
法
の
裏
方
と

し
て
お
手
伝
い
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
法
の
中
で
は
、
「
動
植
物
の
生
息

地
又
は
生
育
地
そ
の
他
の
自
然
環
境
に

係
る
観
光
資
源
」
と
、
「自
然
環
境
と

密
接
な
関
連
を
有
す
る
風
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慣
習
そ
の

他
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
に
係
る
観
光

資
源
」
ま
で
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し

た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
法
律
上
の
定
義
対
象
外

の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
何
の
障
害

も
な
く
、
正
直
、
地
域
で
ガ
イ
ド
を
実

践
し
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
は
ど
う
で

も
い
い
話
で
あ
る
。
地
域
の
自
然
環
境

と
文
化
、
歴
史
は

一
体
の
資
源
と
考
え

て
変
な
区
別
を
し
な
い
の
が
実
践
的
で

あ
ろ
う
。
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①豊かな自然の中での取り組

み(典型的エコツーリズムの

適正化)

②多くの来訪者が訪れる観光

地での取り組み(マ スツーリ

ズムのエコ化)

①里地里山の身近な自然、地

域の産業や生活文化を活用

した取り組み(保全活動実践

型エコツーリズムの創出)

ま
た
、
理
想
の
姿
を
め
ざ
し
て
常
に

努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ

る
、
逆
に
言
え
ば
、
完
全
で
は
な
い
か

ら
こ
そ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
施
策
と

は
、
常
に
理
想
に
向
か
っ
て
向
上
し
て
い

こ
う
と
す
る
運
動
な
の
で
あ
る
、
と
い

う
施
策
担
当
者
と
し
て
の
基
本
認
識
を

持
っ
た
。
そ
の
認
識
を
増
や
し
、
現
実
の

ツ
ア
ー
や
取
り
組
み
を
、
理
想
や
定
義

に
よ
っ
て
評
価
し
、
ダ
メ
出
し
を
す
る
風

潮
を
改
善
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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